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材
料
科
学
技
術
振
興
財
団

Ｍ
Ｓ
Ｔ

は
半
導
体
や
電
気

な
ど
の
研
究
開
発
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
受
託
分
析
サ
ー
ビ
ス
を
手

が
け
る
。
透
過
電
子
顕
微
鏡
法

Ｔ
Ｅ
Ｍ

、
二
次
イ
オ
ン
質

量
分
析
法

Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｓ

と
い

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
手
法
に

用
い
る
最
新
装
置
を
多
数
保
有

し
、
組
成
・
形
状
評
価
、
信
頼

性
評
価
な
ど
の
最
適
プ
ラ
ン
を

提
案
し
て
い
る
。

　
今
回
は
太
陽
電
池
セ
ル
の
成

分
評
価
や
構
造
解
析
ツ
ー
ル
を

紹
介
す
る
。
結
晶
シ
リ
コ
ン
太

陽
電
池
で
は
テ
ク
ス
チ
ャ
構
造

部
に
お
け
る
拡
散
層
の
形
状
評

価
例
や
、
フ
ォ
ト
ル
ミ
ネ
ッ
セ

ン
ス
測
定
に
よ
る
非
破
壊
で
セ

ル
内
の
欠
陥
位
置
を
測
定
し
た

例
な
ど
を
展
示
。

　
ま
た
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ

銅
、
イ
ン

ジ
ウ
ム
、
ガ
リ
ウ
ム
、
セ
レ

ン

薄
膜
太
陽
電
池
や
有
機
薄

膜
太
陽
電
池
の
光
吸
収
層
の
分

析
事
例
も
発
表
。
期
間
中
は
ブ

ー
ス
内
で
分
析
相
談
を
受
け
付

け
る
。

日
本
レ
ー
ザ
ー

　
日
本
レ
ー
ザ
ー
は
米
国
ニ
ュ
ー

ポ
ー
ト
の
Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｌ
ブ
ラ
ン

ド
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

「
Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｌ
　
Ｓ
ｏ
ｌ
３
Ａ
」

を
出
展
す
る
。
小
型
な
が
ら
均
一

性
や
安
定
性
に
優
れ
、
効
率
良
く

ス
ペ
ッ
ク
を
出
せ
る
。
日
本
工
業

規
格

Ｊ
Ｉ
Ｓ
・

測
定

だ

け
で
な
く
米
国
材
料
試
験
協
会

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ

規
格
や
国
際
電
気

標
準
会
議

Ｉ
Ｅ
Ｃ

規
格
も
ク

リ
ア
。
ク
ラ
ス
３
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

、
２
Ａ

Ａ
Ｂ
Ａ

、
１
Ａ

Ａ
Ｂ
Ｂ

に
対
応
し
た
３
シ
リ

ー
ズ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。

　
ま
た
同
じ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｌ
ブ
ラ
ン

ド
の
製
品
と
し
て
、
外
部
量
子
効

率

Ｅ
Ｑ
Ｅ

と
内
部
量
子
効
率

Ｉ
Ｑ
Ｅ

を
同
時
測
定
で
き
る

「
Ｉ
Ｑ
Ｅ
―
２
０
０
」
を
出
展
す

る
。
同
装
置
は
３
０
０
―
１
８
０

０

と
い
う
広
い
波
長
域
を
カ

バ
ー
。
分
解
能
は
最
小
５

と

高
性
能
で
あ
り
な
が
ら
、
安
価
で

あ
る
。

ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

　
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
Ｃ

Ｉ
Ｓ

銅
、
イ
ン
ジ
ウ
ム
、
セ
レ

ン

太
陽
電
池
は
発
電
性
能
に
優

れ
、
導
入
コ
ス
ト
効
率
の
高
さ
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
特
有

の
光
照
射
効
果
で
、
工
場
出
荷
時

よ
り
も
太
陽
光
を
浴
び
る
こ
と
に

よ
り
パ
ネ
ル
の
発
電
性
能
が
向

上
。
ま
た
不
安
定
な
気
候
下
で
も

高
い
発
電
実
績
を
確
保
し
て
い

る
。

　
新
潟
市
に
設
置
し
た
「
雪
国
型

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」
で
は

年
９
月

か
ら
の
１
年
間
で
１

当
た
り

１
１
１
０

時
を
達
成
。
降
雪

地
域
で
も
高
い
発
電
性
能
を
発
揮

し
た
。
ま
た
結
晶
シ
リ
コ
ン
系
パ

ネ
ル
に
比
べ
温
度
変
化
に
強
く
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
気
温
が
高

い
地
域
で
の
採
用
も
増
え
て
い

る
。

　
今
年
７
月
に
は
日
本
最
大
と
な

る
宮
崎
県
国
富
町
の
新
工
場
が
フ

ル
生
産
体
制
に
入
り
、
同
社
は
年

間
１

規
模
の
生
産
体
制
を
確

立
。
ス
ケ
ー
ル
を
生
か
し
た
コ
ス

ト
メ
リ
ッ
ト
へ
の
期
待
も
高
ま

る
。

まもなく
開幕

ＰＶ　Ｊａｐａｎ２０１１月５日（月）－７日（水）幕張メッセ

明
電
舎

　
明
電
舎
は
日
本
に
お
け
る
先
駆
的
な
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
で
あ
る
北
海
道
稚
内
市
の
大
規
模
太
陽
光
発

電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
参
加
。
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
の
開
発
や
大
容
量
蓄
電
シ
ス
テ
ム

を
用
い
た
電
力
安
定
化
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
手
が

け
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
構
築
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。

　
今
回
の
展
示
会
で
は
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー

タ
ー
な
ら
で
は
の
一
括
サ
ポ
ー
ト
力
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
。
１
月
に
発
電
出
力

の
規
模
で
運
転

開
始
予
定
の
米
倉
山
太
陽
光
発
電
所

甲
府
市

で
は
、
基
本
設
計
か
ら
施
工
、
試
運
転
ま
で
含
め

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
受
注
。
こ
の
実
例
を
交

え
て
紹
介
す
る
。

　
ま
た
業
界
最
高
ク
ラ
ス
の
約

％
の
変
換
効
率

を
持
つ
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
の
実
機
を
展

示
。
同
製
品
は
国
際
電
気
標
準
会
議

Ｉ
Ｅ
Ｃ

規
格
に
対
応
す
る
な
ど
国
内
外
で
太
陽
光
発
電
事

業
拡
大
を
目
指
す
同
社
の
戦
略
商
品
に
な
っ
て
い

る
。 有

力
各
社
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
５
日

時
か
ら
の
基
調
講
演
「
Ｅ
ｘ

ｅ
ｃ
ｕ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｆ
ｏ
ｒ

ｕ
ｍ
　
―
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
が
Ｐ
Ｖ
の
潮
流
を
語
る

―
」
や
多
彩
な
専
門
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
が
開
か
れ
、
業
界
の

最
新
情
報
、
市
場
動
向
を
知

り
、
情
報
交
換
や
議
論
を
行

う
場
と
し
て
活
用
で
き
る
。

　
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
か
れ
る
の
が
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
世
界
展
示

会
」

主
催
は
世
界
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
協
議
会

。
太
陽

光
発
電
、
太
陽
熱
利
用
、
風

力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
建
築
、
水
素
・
燃
料

電
池
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

地
熱
・
地
中
熱
、
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
・
熱
利
用
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
て
お
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
地
球

環
境
保
全
に
貢
献
す
る
産
業

が
幅
広
く
紹
介
さ
れ
る
。

　
ま
た
最
終
日
の
７
日
に
は

同
じ
幕
張
メ
ッ
セ
で
Ｓ
Ｅ
Ｍ

Ｉ
が
主
催
す
る
、
半
導
体
製

造
装
置
・
材
料
に
関
す
る
一

大
イ
ベ
ン
ト
「
セ
ミ
コ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
１
」
が
開

幕
す
る
。
太
陽
光
発
電
と
半

導
体
に
関
す
る
２
大
イ
ベ
ン

ト
が
初
め
て
連
続
し
て
行
わ

れ
、
関
係
者
の
交
流
拡
大
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
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